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　労福協南部ブロック協議会（九州・沖縄）は２月
12日、長崎・ワシントンホテルにおいて2015年度
定期総会を開催し、2014年度活動報告・決算報告
並びに2015年度の活動方針・予算等の審議を行
い、全ての議案に対し原案通り満場一致で承認され
た。総会には役員・代議員・オブザーバー65名が
出席した。冒頭吉浦幹事（佐賀県労福協）の開会挨
拶で始まり、議長団には友知代議員（全労済長崎県
本部専務）・松村代議員（労金長崎県本部副本部
長）を選出し議事に入った。
　南部労福協幹事会を代表して挨拶した森会長は、
①南部労福協は、「格差・貧困社会」の是正を目指
し、「連帯と相互扶助」を重視し、安心・安全に暮
らせる社会づくりをめざす。②さらに社会的運動の
課題や、勤労者の暮らしをサポートする協同事業団
体の事業と、その活動に関連する事項に重点をおい
た政策・制度改善の取り組みも継続して進めてい
く。③労金・全労済の利用推進にも取り組まなけれ
ばならない。この事業団体の業績が伸びれば伸びる
ほど、その恩恵は会員に還元されるわけで、勤労者
の生活と福祉の向上が前進することとなる。④労福
協は「弱っている人に力を与え」「悩んでいる人に
解決の糸口を与え」「苦しんでいる人に手を差し伸
べる」ことが原点である。⑤今後も南部労福協に集
う労働団体・福祉事業団体を中心に、労働者や高齢
者を取り巻く課題に積極的に取組みながら、次世代
に課題を先送りすることなく正面から受けとめ、中
央からの要請に対しても「何をすべきか」「どうす
れば出来るのか」「どこをどう変えれば出来るの
か」など、社会に受け入れられる活動を展開して行
く。と、して決意を述べた。
　来賓には、中央労福協（山本副会長）、連合九州ブ
ロック（髙島代表幹事）、長崎県産業労働部（佛田次
長兼課長）の３名から祝辞と連帯の挨拶を受けた。

全ての議案が終了し、下町幹事（鹿児島県労福協挨
拶で締めくくり、無事に終了することができた。

労福協  南部ブロック定期総会を開催労福協  南部ブロック定期総会を開催
2015年度の活動方針等を決定2015年度の活動方針等を決定

協同組合と労働組合の連携強化で共助・連帯の輪を広げよう！協同組合と労働組合の連携強化で共助・連帯の輪を広げよう！

　定期総会終了後、「誰も自殺に追い込まれること
のない社会へ」～私たち一人ひとりにできること～
と題し「ＮＰО法人」自殺対策支援センターライフ
リンク代表「清水康之」を講師に招き記念講演をお
こなった。◆日本の自殺率は24.4％、世界６位、米
国の２倍、英国や伊国の３倍。◆40～60代の男性
（父親世代）が全体の４割を占める。◆20～30代
の死因一位は自殺。◆今、自殺する人は年間３万人、
未遂者も含めれば一日1,000人。◆私たちにできる
事は、サインを見逃さない、そして「生きる道」を
選べるように支援することである。

記　念　講　演



▲優勝した自治労西海市職組チーム

▲始球式でかっこよく決めた森田本部長（労金）
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各 地 区 労 福 協 だ よ り

　佐世保地区労福協は、１月21日㈬  18：30～第５
回ボウリング大会を開催。26チーム約90人の参加
で熱戦が繰り広げられ、成績は下記の通り。
優勝：エレナ労組Ａ（エレナ労組）／準優勝：ハ
イパーサルーン（ＪＲ連合）／第３位；チーム東
ヤン（佐世保市職労）

佐世保地区労福協
ボウリング大会・セミナー開催

第５回県労福協ボウリング大会第５回県労福協ボウリング大会

　組合員相互の親睦・交流を図る目的で、２月22
日㈰長崎ラッキーボウルにおいて、県労福協主催第
５回ボウリング大会を開催。県下各地から、75名
の参加があり大いに盛り上がった試合展開となっ
た。団体優勝は熱戦の末「自治労西海市職組」、準優
勝は「県職組島原」、３位は「県職組対馬ＳＡＭＵ
ＲＡＩ」。個人の部では、優勝「大嶌信之」氏（県職
組島原）、ベストスコアは208をマークした「森崎
逸朗」氏（自治労西海市職組）であった。

　長崎地区労福協は、県労福協ボウリング大会の予
選を兼ね第５回大会を開催、25チームが優勝をか
け熱戦を繰り広げた。
１）日　時：２月11日㈬  10：00～11：30
２）場　所：長崎ラッキーボール
３）参加者：25チーム/事務局３名　計77名）
４）成　績：（女性 HCP 1ゲームにつき15Ｐ含む）
（1）団体戦（２/22の県労福協大会へ出場）
①自治労長与町職
②自治労西海市職
③自治労時津町職

（2）個人戦
①入口健太郎（自治労長与町職）／②野田米晴
（全自交浦上支部）／③山口　航（自治労時津
町職）

長崎地区労福協ボウリング大会開催

▲長崎地区労福協／優勝：長与町職労組



▲対馬地区労福協ボウリング大会 ▲北松地区労福協セミナー
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　五島地区労福協は、２月28日㈰に釣り大会を開
催。当日は、午後から雨になりましたが、37名の
参加登録があった。午後５時30分の計量時間には、
１日かけて釣り上げた大物を持って帰ってきました。
成績は次のとおり。
クロの部
　優賞：平山　研吾さん（五島市職）47㎝
他魚の部
　優賞：出口　康士さん（五島病院労組）43.2㎝

五島地区労福協
釣り・ボウリング大会開催

▲セミナーで挨拶する菊永会長

▲五島地区労福協釣り大会

①50歳からの生活設計セミナー開催　　　　
１）日時：１月14日㈬  18：30～
２）場所：労働福祉センター（稲荷町）
３）参加：24人
４）講師：労金佐世保支店　　鳥越孝也氏

全労済佐世保支所　野田禎幸氏
②若年層セミナー開催
１）日時：２月25日㈬  18：30～
２）場所：労働福祉センター（稲荷町）
３）参加：58人
４）講師：労金佐世保支店　　山村香織氏

全労済佐世保支所　堀江直樹氏

　対馬地区労福協は、２月７日㈯に「2014年度 対
馬地区労福協レクリエーション（ボウリング大
会）」を開催。島内から13チーム、39名の組合員お
よび家族の参加があり、日頃顔を合わすことが少な
い組合員の仲間同士で大いに盛り上がった。成績は
「電力総連チーム」が「自治労県職チーム」を僅差
で破り見事優勝。県大会には、都合により次点の
「自治労県職チーム」が出場することとなった。日
頃、単組単産間での交流はあまりなかったが、この
ような機会に短時間でも親睦・交流できたことは有
意義であった。

対馬地区労福協ボウリング大会開催

▲五島地区労福協ボウリング大会

北松地区労福協セミナー開催
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労福協
第84回 ク イ ズ

１．２月28日、佐世保地区労福協、ろうきん、全
労済の３団体の「〇〇まつり」が佐世保市の「佐
世保駅前みなと入口広場」で開催されました。
〇〇に入る漢字２文字は何でしょうか？
２．全労済のこくみん共済「キッズワイドタイプ」
では、けがで○○した時に日額3,000円保障とな
ります。〇〇をお答えください。
◎答えはハガキかＦＡＸで、住所・氏名・職場名を
明記し県労福協へ送付ください。

◎締切日は５月22日（金）（当日消印有効）
◎当選者10名の方に「お楽しみプレゼント？」しま
す。正解者多数の場合は抽選となります。
◎送り先　〒850-0031
　　　　　長崎市桜町９－６　勤労福祉会館内
　　　　　　長崎県労福協クイズ係
◎FAX（095）811-6132

◎前月号当選者（敬称略）
深江　宏輝（長　崎）　岩下　　浩（長　崎）
芳川孝太郎（長　崎）　内野　美和（長　崎）
磯本　健一（佐世保）　大田　保則（佐世保）
浦田政登志（大　村）　宮島　貴文（雲仙市）
大山　　茂（平戸市）　村上　勝冶（北　松）

事 務 局 だ よ り

▲大東地区労福協ボウリング大会

▲長崎市との協定調印式

▲雲仙市との協定調印式

①日　時：2015年３月６日㈮
②場　所：松浦市生涯学習センター
③参加者：13名
④内　容：定年前組合員とその配偶者、組合三役等

対象の年金・税金等の学習会

①日　時：2015年２月３日㈫  18：30～
②場　所：大村Ｊボール
③参加者：24チーム71名。今年の大会は、多くの

参加者を得て大いに盛り上がり、賞品に
も地元産の野菜等も用意し大変好評で
あった。

　ララコープでは、長崎市、諫早市、時津町に続き
雲仙市と、主に高齢者の安否を気づかう見守り協定
を結びました。
　“一人暮らしになっても、一人ぼっちにしない”を
キーワードに、更なる加速を続ける高齢化社会に向
けて、地域貢献を目指していきます。

大東地区労福協ボウリング大会開催

県生協連からのお知らせ県生協連からのお知らせ

『広がる！見守り協定』
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フリーマーケットでは多くの来場者から購入協力
があった

会員ごとに出店ブースを分担。どのブースも多く
の来場者で賑わった

来場者の子どもたちも元気に餅つき（ついた餅は
まるめて個包装され、後刻餅まきで配布された

ビンゴゲームでは会員提供の賞品が多数準備され
大いに盛り上がった
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